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自動車保険および傷害保険の参考純率改定と当社の対応について

拝啓　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、有り難く厚く御礼申し上げます。
損害保険料率算出機構は、令和８年６月２３日、金融庁に対して、会員保険会社に提供している自動車保険および傷害保険（海外旅行傷害保険）の参考純率改定の届出を行いました。参考純率の内容については、参考純率制度の透明性の向上、消費者の理解促進の観点から、一般に開示されています。今回の改定内容の背景と概要、および当社の対応について、開示内容に基づき、下記のとおりご連絡させていただきますので、ご理解賜りますようお願い申し上げます。
敬具
記

１．参考純率とは
参考純率とは、損害保険料率算出機構（注１）が、会員である損害保険会社から収集した大量の保険データの分析に基づいて算出した純保険料（注２）で、損害保険会社は、この参考純率を参考値として自社の保険料率を算出することができます。この参考純率について使用義務はありませんが、その精度の高さから、多くの損害保険会社が使用しています。
（注１）損害保険料率算出機構とは、２００２年７月１日に、その前身である損害保険料率算定会と自動車保険料率算定会が統合して設立された料率算出団体です。
（注２）純保険料とは、保険料のうち、将来の保険金の支払に充てられる部分の保険料率を指し、各保険会社の社
費等を含めた販売保険料とは異なります。

２．今回の参考純率改定の概要
今回の参考純率制度の改定の主な内容は以下のとおりです。改定内容の詳細につきましては別紙をご参照下さい。

（１）自動車保険の参考純率改定
①改定の背景
・急激な物価上昇、高性能部品の普及による部品の高額化、修理工賃の上昇、修理期間の長期化による間接損害（代車料等）の増加といった要因により、対物賠償責任保険・車両保険を中心に、契約１台あたりの支払保険金が年々上昇しています。
・近年、自動車の走行データを記録・送信できるドライブレコーダー等の普及により、急加速や急減速といった運転者の運行特性を把握することが可能となりました。これらの運行特性データを分析した結果、急加速や急減速が少ないほど、事故のリスクが低いことが判明しました。

②改定の内容
ア．参考純率水準の引上げ
現行の参考純率から、平均で１４．４％（注３）の引上げとなっています。
＜参考純率の過去の改定率＞
	届出年月日
	平成２９年
５月１１日
	令和３年
６月２１日
	令和６年
６月２４日
	令和８年
６月２３日

	改定率
	－８.０％
	－３．９％
	＋５．７％
	＋１４．４％


（注３）この値は、現存するすべての契約の改定率を平均した値です。したがって契約条件（保険金額や補償内容など）によって改定率（引上げ率・引下げ率）は異なります。

イ．運行特性区分の新設
　　　ドライブレコーダーやスマートフォンアプリ等で測定した急加速・急減速の頻度（運行特性）により保険料が変わるよう料率区分（３区分）が新設されます。

（２）傷害保険の参考純率改定
①改定の背景
海外旅行傷害保険の参考純率は、前回（２０１６年３月）の変更届出以降、新型コロナウイルスによる海外旅行者数の減少など、リスク動向の把握が難しい時期もあり、料率改定を実施せず約１０年が経過しました。今般、コロナ後のデータにつき料率水準算出に十分な量が蓄積されたことから、直近の保険統計におけるリスク較差を反映するために改定が実施されることになりました。
近年の為替相場の変動の影響および海外旅行にかかる医療費高騰による、傷害治療費用保険金・疾病治療費用保険金の急激な増加を背景とし、平均４０．３％の引上げとなりました。

②改定の概要
海外旅行傷害保険の参考純率：平均４０.３％の引上げ

（※）上記の改定率はすべての契約条件（保険期間、保険金額等）の平均改定率であり、契約条件ごとの改定率は異なります。
（※）機構の海外旅行傷害保険の参考純率は、個人の契約データを基に算出されたものであり、その他企業包括契約等のデータは含まれていません。

３．当社の対応について
上記「１．参考純率とは」に記載のとおり、参考純率は、損害保険各社が参考値として利用するもので、各社の社費等を含めた実際の販売保険料とは異なります。自動車保険につきましては、今回の参考純率の改定を受けて、当社が行う商品改定の内容および実施時期は検討中であり、現時点で未定となっております。決定次第ご案内させていただきます。
なお、当社の海外旅行保険につきましては参考純率を使用しておらず、当社の損害率（収入保険料に対する保険金の支払額の割合）の状況に応じて販売保険料を設定させていただいております。
今後も、環境変化への柔軟な対応を行いながら、お客さまにご満足いただける商品・サービスの提供に努めて参りますので、引き続き、ご愛顧のほどよろしくお願い申し上げます。

以上

